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論 文 内 容 の 要 旨 
 
 楊帥可氏の博士学位請求論文『関于漢外教学詞彙大綱編制之研究：認知語言学視角的原
則與実践』（外国人向けの中国語教育における語彙シラバスの編制に関する研究）は下記の
ように、序章、本文４章、終章と巻末の参考文献、付録から構成されており、章の下には
節と項が設けられている。 
 
序章：第二語言教学與詞彙大綱 
 （第二言語教育と語彙シラバス） 
第一章：漢外教学詞彙大綱編制研究的歴史與現状分析 
 （外国人に対する中国語教育における語彙シラバス研究の歴史と現状） 
第二章：詞彙的体系化與第二語言詞彙習得 
 （語彙の体系化と第二言語語彙習得） 
第三章：現代漢語詞彙体系的特点 
 （現代中国語語彙体系の特徴） 
第四章：基于新原則編制的漢外教学詞彙大綱 
 （新原則に基づく外国人のための語彙教育シラバス） 
終章：新漢外教学詞彙大綱與新漢外詞彙教與学 
 （新しい語彙シラバスと中国語語彙教育） 
参考文献 
付録 1：半自由語素対照表 
付録２：新漢外教学詞彙大綱 
 
これまでの中国語教育では、初期段階で言語の仕組みを重視するオーディオリンガル・
メソッド（The Audiolingual Method）であろうと、その後の段階で言語の機能に注目するコ
ミュニカティブ言語教授法（Communicative Language Teaching）であろうと、両方とも語
彙は下位の学習目標と見なされ、あまり重視されてこなかった。第二言語教育のシラバス
についての議論は、主に言語の機能性と文法構造をめぐって、展開されている。語彙シラ
バスは、ただ学習の範囲を明示し、それにより学習の順序を定めているのみであり、外国
語教育において、それほど重要ではないという扱いであった。しかし、言語運用の面から
見れば、語彙は情報の伝達と対人コミュニケーションの基礎と言える。第二言語教育の理
念を体現し、教育の内容と順序を定める語彙シラバスは、第二言語教育においてより大き
な役割を果たすべきである。 
以上のような問題意識に立ち、楊帥可氏は、認知言語学のカテゴリー理論に基づく語彙
の体系化と中国語語彙の特徴を捉えた、第二言語としての中国語語彙教育の為の新しい語
彙シラバスの作成に理論面と実践面から取り組んだ。 
 以下、楊帥可氏の学位論文について、各章の内容を略述する。  
 序章では、研究目標の設定、第一言語と第二言語の習得上の異同、第二言語教育におけ
るシラバスの重要性を述べたのち、概念（notion）を中心とした語彙学習シラバスの理念
を提示した。 
 第一章「外国人に対する中国語教育における語彙シラバス研究の歴史と現状」において、
楊帥可氏は、既存の外国人に対する中国語教育の語彙シラバスには、以下のような問題点
が存在していると指摘した。 
 一、既存の語彙シラバスに対し、使用頻度、品詞分類、学習レベルの指定、意義体系の
整合性などを分析する研究はあるが、シラバスの編成原則と方法を検討している研究はま
だ多くない。 
 二、外国人に対する中国語教育の語彙シラバスは、中国教育部門に承認された『漢語水
平語彙与漢字等級大綱』と『漢語国際教育用音節漢字語彙等級劃分（国家標準）』があるが、
その有効性等を検証する作業は殆どなされていない。 
 三、語彙シラバスを含め、外国語教育のシラバス研究全体が遅れている。 
 四、語彙シラバスの編成にあたり、中国語語彙体系の特徴を十分に考慮していない。 
 楊帥可氏は、第一章で使用頻度の調査と専門家による取捨選択という従来型の語彙シラ
バスの編制法の限界と問題点を分析した。 
 第二章では、第一章の分析と問題提議を踏まえ、意味体系に基づく語彙シラバス編制の
可能性について認知言語学のカテゴリー理論を拠り所として検討を行った。森羅万象を切
り分ける人間の思考作用として、概念のカテゴリー化、その種類、理論的数量の上限、各
カテゴリーの上下、水平間の関係等について検討を加えた。特に認知作用の基礎レベルと
言語表現の基礎語の関係を詳細に吟味した。楊帥可氏は、意味体系に基づく語彙シラバス
が、言語のカテゴリーを反映するものであれば、語彙習得は、効率的に行えると主張して
いる。 
 第三章では、前章のカテゴリー化を踏まえ、中国語語彙体系の特徴を分析する部分であ
る。形態変化の乏しい中国語では、自由形態素と拘束形態素の区別は必ずしも明確ではな
く、また語彙、文法のレベルともに漢字を基本単位としている。中国語語彙の最大の特徴
は、同じ意味を表すのに、長さの異なる語が存在し、また同じ語基を持つ類義語が豊富で
あることと言えよう。中国語母語話者は、1 字語と 2 字語の間を自由に行き来する能力を
持っている。したがって、中国語語彙教育のシラバスは、漢字語彙のこのような特徴を反
映しなければならず、またそのような語形調節力を学習者が意識的に学習するように設計
すべきであると力説している。 
第四章では、楊帥可氏は、前章までに提案した意味体系に基づく語彙シラバス編制の原
則を踏まえ、具体的な編制手順と方法を提示している。具体的には、中国語常用語彙 8 万
語を母集団とし、意味カテゴリーに基づく整理により、5,000 程の同義語群を確定し、さ
らに、所定の原則に従い、外国人学習者に適切でない語を削除し、同義語群数も絞り込む
等の手続により、計 3,336 の同義語群を新しい語彙シラバスの意味項目として確定させた。
ほぼ 1 万 4 千語を意味体系に基づき、それぞれの意味項目に配属させている。各項目は、
以下のような形を採る。 
 （１）当該意味領域を表す基礎レベルの言語形式（代表語）を見出し語として提示； 
 （２）当該意味領域に属する同義語は、習得難易度に従って配列； 
 （３）シラバスには、語形調節の状況、及び語と語を構成する形態素を明記。 
 見出し語となる代表語は、語彙システムの特徴と安定性を反映し、入れ替えが少ないと
思われるが、それぞれの同義語群にある語彙項目は、言語社会の変動により、定期的に更
新、或いは再配列することができるとされている。 
 楊帥可氏が作成した新しい語彙シラバスは、中国語語彙の意味構造、造語上の特徴を反
映しているだけでなく、1 万 4 千語と言い換えの関係にある 3,336 の代表語は、中国語を
第二言語として学習する場合、最も合理的な範囲を示す基本的なものと考えられる。 
 語彙シラバスは、語彙学習の範囲と項目を示すものであるが、実際の語彙教育とどのよ
うに結びつけるかも考えなければならない課題である。楊帥可氏は、終章において新しい
語彙シラバスの教育実践における有効性を検証するために、具体的な教育指導計画を提案
し、情報差タスク（information gap tasks）、観点差タスク（opinion gap tasks）、推理差タス
ク（reasoning gap tasks）等のタスクに対して、概念を中心とする語彙シラバスは、タスク
重視の言語教授法においても効力を発揮できると論じている。また、作成した新しい語彙
シラバスは、外国人用シソーラス、作文辞書、類義語辞書として、整備できる素地を有す
ることも検討されていた。 
 付録には、意味体系に基づく語彙シラバスが収められている。 
 
 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 
 論文の提出に先立ち、提出要件審査委員会（委員：沈国威、山崎直樹、吉澤清美）は、
楊帥可氏が本研究科の定める「博士論文（課程博士）審査に関する覚書」の論文提出基準
を満たしているかどうかを確認した。その結果、同氏は、一）必要単位（8 単位）を取得
済みであり、博士論文のテ− マと関連する分野で、二）論文 5 編（うち 1 編は査読有りの
中国の学会誌掲載論文）、三）口頭発表 4 回（うち国際学会 3 回、国内学会 1 回）を有し、
四）博士論文聴聞会（平成 28 年 6 月 4 日）も終え、論文提出のすべての要件を満たしてい
ることを確認した後に、研究科委員会（平成 28 年 7 月 27 日開催）に報告し、同氏による
論文提出の承認を得た。これを受けて平成 28 年 9 月 20 日に楊帥可氏から提出された論文
を学位請求論文として受理し、研究科委員会（平成 28 年 10 月 12 日開催）において承認さ
れた論文審査委員会（主査：沈国威、副査：山崎直樹、吉澤清美、学外委員：古川裕）で
の審査に入った。 
 提出された中国語論文（本文 233 頁、付録 56 頁、総頁 289 頁）は、本報告書「1．論文
内容の要旨」において述べたように、中国の既存語彙大綱、類義語辞書をはじめ、中国言
語生活白書、国語辞書、表現辞書等の関連資料を徹底的に調査し、精密に検討していた。
また参考文献にも記されたように最新の研究成果もふんだんに取り入れている。これらの
大量の文献・資料を綿密に分析し、外国人の為の中国語語彙教育にとって効果的なシラバ
スのあり方を求めるべく実証的に研究を重ねてきた。また巻末に付されている「新漢外教
学詞彙大綱」（抜粋 56 頁）から語彙教育に対する問題意識の正確さと研究手法の堅実さは
評価に値する。楊帥可氏の論文は、教育現場での課題に対して積極的に答えを出そうとす
るものであり、氏の教育者としての自覚の高さが窺える。 
本論文は、中国語の語彙学習について新しい視点からのアプローチを試み、外国人学習
者にとって効果的な語彙学習法を確立すべく理論と教授法の両面にわたって考察する意欲
的なものである。 
さらに次の３点からも、本学位請求論文が、優れたものであると判断することができる。 
（１）研究の有望性：意味を中心とした語彙体系の記述とそれに基づくシラバス編
制の可能性を検証した。 
（２）研究手法の堅実さ：中国語語彙の特徴から出発した語彙のカテゴリー化と第
二言語教育の中国語語彙体系の構築に挑戦した。 
（３）語彙教育への応用：同義語群と各群に代表語を指定するという新形式の語彙
シラバスは、質と量の両面から効率的な語彙教育を可能にした。また具体例
を通じて、語彙シラバスの教育における有効性を検証した。 
以上により、楊帥可氏の論文が、研究の方法や内容、記述の体裁や論理など、すべてに
おいて所定の水準に達していることを、論文審査委員会一同が認めた。 
 
